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表1-1 雷 ｡ナ∴三,∴リ､

は じ め に

統計学釣手紋は,医学をこおいても遜牽轍が益櫓認識さ

::＼言Iミ1..■日､明∴ノ∴.∵1十∴ :･い:守二.HU Jリ.7㌦へ言

i-'.∴圧･･~/ t日工J ㍗.宜 日 高1.L ∴q､ .}:I//;紬巨(

義現法が威鍵きられているh

発達をこよ治平統計パブケ--ジを利ノ弼す身吊ぎゃ従来手計算

頗以前をこ殿も登賓なことは胃デ-夕職質である (決して

義ではなも､讐)ことを改めて強調したい一

のようをこどんな紅顔雑な統計学的拳法を応用しようとも,

導き出され洗二結論は全く倍瞭できない血疾病の登轟制度

㍗ 1､∴~r._＼1:l八Tこth'.けlI1両 111i甘く言, 鉦'､′jy ノー駁

ばかり多い登鋸制度を掩つよりも,厳選されノたでか数の登

録制艦を遜営する方が厳密で姦る【Mjことを述べている-

･i･,㍗ .f了_∴ .㌔ll:/守i･･L一上 土∴一十!.lI∵∴Fi十 場;'T:_

当動′仁;/'軒主∴ 洋ヰ∵1∴LI-i､丁宜/巨 ､'_上吐E:i:､;;'Lい､

講義を担当してきた開陳土き各教養からの穐やの欄談をこ

をこも少数例のために着意の叢が認め宗.凍.なか-｡東二場合の

ほか,誤った検定法を応済している磯食も多く認めをきれ

た.そこで男尊園は望x望嘉を*心とした換怒法につい

二.,i･∵卜∴黒畑畑-.七㌧t叩け ･昌 二;J̀訂pF''解説十EJ鋸∴ト"･

若手研究者の研究の-磯 となれば率いであるq

l. カイ二乗検定法 (､iIいィItEIJ･tljl(//I(,tJ1t

カイ二乗検定法殿うち,望x望泰 (四ツ日東)で知ら

上目侶雄-･了斗iI;,i:-ttlSl吊 in(httl州(i州(小 言.棟.I.i:.LIB.∴

の中では数式も考え方転比較的簡単なために,広宅済い

られるばかりでな宅予後かな叢を検出できる (鰻とui力が

漉きい)検定法七として匁腫 れている心

【桝 1】,持高(ト′､こ_.1ミ巨二川ぐ日､∴､㍗Jトー~村上~二.l日日 問

題を傾いて予統計学齢試験を窯施し泉こところ,不合格率

高いといえるか?
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をこなってしまう8陽性率と計だげが与えられている磯食

に芳養漫-鳳のような誤りを犯すことが紫外勢いか

ばタこの誤りを避終ることは容易である号諾空値は混焼

分布のZ値の望乗であり,両法はもともと同じであるr

検定法の叢が情緒盛が多くで理解し易いように考える廿

十汗.二1ーこ山15..T'掃汗'.弐;IT十岬､､上.ltri.u､予示十巨,汁

この方が便利であり,諾望分布の連続性を常をこ補正する

意味でも都合がよいと考えられるt全体の数餅をこよらず学

補正式を周いることを推奨したい6
2.tl'i,<herの直接確率浅

いることが推奨されている.ただし声期待値の瀦め方白

観察憶椴寝の凝種値琵寝は,縦の項目時計孤grk及び横

∩-1畑It'~㌦トnjハ精,jJ･･招t･㍉卜＼､′･r守∴∵.恒'∴十工一･

【桝ゴ】:i.fミ2種で鉦1月十iI:Jr∵･ト.::裾吊豚予行･･上

､こ_I-/､表2-1!Ll~工予∴凍,:来･17_L目上.-裾ヰl;∴,･l:-:l工f;十二十_

言えるだろうか?

期待値は鬼晋迅薬とも野勅願凝り議巾5人と5よりもか

澄な懐があるので菅野立地だTの直接確率法が牽威される廿

ト1～)
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察された分布から厳も偏った脅布川のある)までの確

率を計欝して合計する巧③合計した確率は片側なのでき

慧鰭したものが求める直接確率であるせ

この磯魯少数例なのでタY離配器の補正戎53を済いる

べきであるが,補正なしで貰慧検定を行うとヲ有意産着
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不能とする転職もある銅で亨液卵諾緒言催十分注意浮れたい｡
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県illr'~､f':校定′十1言>:.∴ ＼Ⅰし､＼t1日l;lr沃ト㍉伸一∴､,
_卜/:㍗

【1町ミ】_勘苫 申輔日昌十∴ 圭苫･｣■津川r)咽i上-.

ト{-誹 +こ∴-.∴.辛十揖i｣∴･111∴'..根差･Lju..'､Jを苦.'･i.

F.巨言l湖it某省､､∴､･卜言11:帖 と照TiF･し',∴∴卜

は惑鮫,蘭瀞とも巨日豊湧路線Lであ-〉たす厳粛と対照群

患者-対照研究を理解して態､丸は,蔑詔-選を搾るこ
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ところが予愚老と対照馨がペア即であることを忘れ

て声それJぞれ亙り田丸ずつであると考えてしまう誤りをよ

をもとに予審3-3を搾って換麗してしまうことがある.

且:且のペアを搾った時点で患者群と対照群は,例且

の廃校と放校のように=鋸､に独立しているとは考えられ

ず,あくまで観として扱うべきである七このようをこ患者
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ているのではないかと疑ってみることが必要である胡
J.症例を増やすかどうかの目安は?

憲鋸まそれぞれの例数が豪望-慧の倍をこなってお巧,
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表･1人ご∴･'磯､'l回数

甘半右 甘半解 訂

A 薬 2 38 1+i

H 甘 ま2 28 嶺0

xも朝潮3<x誓紙紳輔,635

同じである｡今度は期待値はいずれ屯5を超えており,

普通の諾2枚定式を済いて有意性が認められる.

ここで比(率うについて考えてみると,得られた数値

は護りあっても,もともとは,望極撃のデ-タから成り

立っていることを思い出していただきたい/tri分率は分

子及び分母になる望聴解のデ-タから算出きれる々 した

の信蹄性が異な-｡ているか分子についてはす時間や判定

番等をこよって変動する鳩舎もある≠例えばき陽性と判定

される者がij､増えた磯脅,前者では且十机O-盟約(%)

る中岡Ln蓬0%で鮎後者の方が倍麟挽了家産性のあること
がわかる.

養3-過と凝議--冠で尊さ全体の数の多い方が徹夜の差を

瞭経書しやすい我し栄二が-了こ少数例で着意叢の認められな

かった鳩舎,例数を増やして今後と鮎観察を続けるかど

ケ-ス砂パイ噛ケ--弟ではあるが,次のような考え方

し本P∵~∴/､∴L･i/1:て′l,E十鳥.TOt上申沃:.i-し､LPL,｣().i)

頃合はき例数を増やして蒋検討するぐ発表抄録にもその

旨を記載する)｡はき老盟-望のように出現頻度はそれぞれ

同じで,級数が倍をこなった場合を仮定してが値を計算
してき有意性が認められるなら例数を追加してみる.た

だし,チ-タを退避関することによってバイアス9)が生
じないようやサ浄な注意が必要である,

r).いくつかのiZ･､.i!蓑の合計し斗lilrlltlトlI王II.LnW,t.E
法)

【桝5】:L IL]種類LT､音隼軒~_I､l･_.∴二.トロliIL∵､損折0

!lJl.症亀H/唖､F;:'i()畑∴.､う∴∴I.車盲醗試験十ナJ.上L-

∴ノ',.蓑･r1--1:lU､∴末･'ll'E/工､:l十結至ilごパ!]/71.:附く=l

だけ有意性を認めたが予症度量及び首昔を脅せて評価すれ

ば芦両廉の効殿をこ差があるといえるだろうか?

あるカテゴリ岬に脅経た望x2表はそれぞれが独立し

ている･濠5-語嘩ようにいきなり魯計するのは誤りで

且5畳

ある.率い効果有形の割合を済 度葺き症波音葺とも撒中略

と愛く等し/い申しかし 施薬と田蒸殿割りつげ人数測議三

度某と症厳君嘗とで選をこな-｡ているにもかかわらず,澄み

づげによる評価が考慮されていない.凝な-｡た望米語義

を塵毒づけを考慮しながら,閲時に評価する昭が,審議

-射こ示し溌二朋絶離鉦紺組をmS岩だ皇族ま岱享であるマ泰の下方

に示したようをこ,蔑5--3の補藍無し殿磯倉より諾慧値
が大きくな-了でいる.

この例とは逆をこ,誤-｡て脅言すした場合着意後を娩出ず

るU眠対Lて守匙普及醸五胡汲emSZe主法では着意差無しとな

表5･1症 度lI

ド 効 粟 訂

A 秦 真 旦3 ぎ ア ぎ 2り

= 薬 冒 巨 3 3.3 30

:(I:.11∴うLl'/-
r)
,iノ･.:~trl.()メ;･･＼.ト.

表5-2 症 性 Il

効 果
詳

(+) (-)

A 薬 22 8 妻 3こき

B 薬 8 量 且2 妻 20

計 30 妻 20 蔓 50

x呂-5¢556
A,?
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表5-.'!:tr‖告ITlI

x篭r-3か3冒5凋句鋸
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